
年間授業計画（シラバス）
三重県立伊賀白鳳高等学校

教科・科目 単位数 単位 履修学年 年国語・現代文Ｂ ２ ２

・さまざまな文章を読み、ものの見方、考え方を一層深め、自ら進んで表現したり、読書したりす目 標

ることによって人生を豊かにする態度を身につける。

・文章を書く力を身につける。

【教科書】 新編現代文Ｂ改訂版（大修館）使 用 教 材

【副教材】 新訂国語図説四訂版（京都書房）／国語辞典第十一版（旺文社）

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 知識・理解評価の観点

・評価規準

・言葉に関心を持 ・自分の考えを筋 ・自分の考えをま ・さまざまな文章 ・語句の意味、用

ち、適切に使い、 道立てて話すこと とめたり深めたり を読むことを通し 法を的確に理解

進んで理解しよう ができているか。 しながら、筋道立 て、人間、社会、 し、語彙を豊かに

としているか。 ・相手のことを考 てて適切に文章を 自然などについて できているか。ま

・分からないこと えて、わかりやす 書くことができて 自分の考えを深め た漢字を正確に使

や知らないことに く話すことができ いるか。 る姿勢ができてい えているか。

ついて、進んで学 ているか。 ・目的や課題に応 るか。 ・文体や修辞など

習しようとしてい ・相手の話を的確 じた文章を的確に の表現上の特色を

るか。 に聞き取って、要 表現することがで 的確に捉えられて

旨をとらえること きているか。 いるか。

ができているか。 ・作品の時代背景

や文化を理解でき

ているか。

目標を踏まえ 「関心・意欲・態度 「話す・聞く能力」は、日々の授業への取り組みを中心に、評 価 方 法 、 」、

「書く能力 「読む能力 「知識・理解」は、定期考査を中心に評価し、提出物の状況や小テスト」 」

への取り組み等、総合的に判断して最終的に評価する。

学 期 学 習 内 容 学 習 の ね ら い

１学期 ・評論分野より数篇 ・論理の展開をたどりながら、さまざまなテーマ

についての知識や考え方を深める。

・小説分野より数篇 ・文章を通じて、人生のあり方について考える。

・山月記 ・定番教材の名文にふれ、人生のあり方について

深く考える。

・読書指導 ・読書に対する関心・意欲・態度を養う。

２学期 ・評論分野より数篇 ・論理の展開をたどりながら、さまざまなテーマ

についての知識や考え方を深める。

・小説分野より数篇 ・文章を通じて、人生のあり方について考える。

３学期 ・評論分野より数篇 ・論理の展開をたどりながら、さまざまなテーマ

についての知識や考え方を深める。

・小説分野より数篇 ・文章を通じて、人生あり方について考える。

学 習 上 の

留 意 点
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年間授業計画（シラバス）
三重県立伊賀白鳳高等学校

数学・ 学】数学研究 ２ ２ 年教科・科目 単位数 単位 履修学年【

・２次関数のグラフを用いて、さまざまな問題を解くことができる。目 標

・三角比の公式を用いて、平面図形や立体図形のさまざまな問題を解くことができる。

・順列、組合せ等の考え方を用いて、場合の数や様々な確率の問題を解くことができる。

・平面図形に関する定理を適切に用い、問題を解くことができる。

・整数の性質を利用して、さまざまな問題を解くことができる。

【副教材】 基本と演習ﾃｰﾏ数学Ⅰ＋Ａ（数研出版 、自主教材（ﾌﾟﾘﾝﾄ）使 用 教 材 ）

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解評価の観点

・評価規準

数学的活動を通して、 数学的活動を通して、 数式やグラフ、図形の 数式やグラフ、図形の

数学の数式やグラフ、 数式やグラフ、図形の 性質、場合の数と確率 性質、場合の数と確率

図形の性質、場合の数 性質、場合の数と確率 において、事象を数学 における基本的な概

と確率における考え方 における数学的な見方 的に考察し、表現し処 念、原理・法則、用語

や体系に関心をもつと や考え方を身に付け、 理する仕方や推論の方 ・記号などを理解し、

ともに、数学的な見方 事象を数学的にとら 法を身に付け、よりよ 基礎的な知識を身に付

や考え方のよさを認識 え、論理的に考えると く問題を解決する。 ける。

し、それらを事象の考 ともに思考の過程を振

察に活用しようとす り返り多面的・発展的

る。 に考える。

「関心、意欲、態度」については、授業に取り組む態度や発表などによる評価と、提出物などの評 価 方 法

内容を総合的に判断し評価する 「数学的な見方や考え方 「表現・処理 「知識、理解」につ。 」、 」、

いては、定期考査や課題テスト、日常の授業の取り組みなどを総合的に判断し評価する。

学 期 学 習 内 容 学 習 の ね ら い

１学期 数と式 ・因数分解の「たすきがけ 、平方根の計算を」

・展開と因数分解、根号、一次不等式、絶対値 学習する。

集合と命題 ・２次関数のグラフとそれを利用した問題を学

・命題と条件、命題の逆･裏･対偶、証明 習する 「２次関数の最大・最小 「２次方。 」

２次関数 程式 「２次不等式」など変数を用いた応」、

・グラフ、最大･最小、２次関数の決定、２次 用問題にも取り組む。

方程式、２次不等式 ・三角比の「正弦定理・余弦定理」を用いた応

図形と計量 用問題に取り組み、平面の問題だけでなく立

・相互関係、正弦定理、余弦定理、面積 体の問題にも取り組む。

２学期 データの分析 ・データに対しての様々な処理をすることで、

・代表値、四分位数、分散と標準偏差、相関 客観的な数値で特徴を掴む方法を学習する。

集合 ・集合について基本の事柄や用語・記号や基本

・集合の要素と要素の個数 的な個数の処理の考え方について学習する。

場合の数と確率 ・具体例を通して確率の意味を理解し、身近な

。 、・場合の数、順列、組合せ、確率 試行や事象の確率について学習する そして

図形の性質 試行の独立に関する内容も学習する。

・三角形の辺の比、三角形の外心・内心・重心 ・平面図形に関する様々な定理を学習し、図形

円に関する図形の諸定理、空間図形と多面体 の問題に取り組む。

３学期 整数の性質 ・整数の性質について学習する。

・約数と倍数、ユークリッドの互助法、ｎ進数 ・１次不定方程式などの問題に取り組む。

・予習・復習をしっかりし、日々の授業を大切にすること。学 習 上 の

・与えられた課題は、提出期日を守り必ず提出すること。留 意 点

・分からないところは、そのままにせず、必ず質問すること。
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年間授業計画（シラバス） 
三重県立伊賀白鳳高等学校 

教科・科目 

 

外国語（英語）・応用英語（学） 単位数 ２ 単位 履修学年 ２ 年 

 

目   標 

・英文法やリスニング問題の学習を通して、適切な言語運用の知識を身に付ける。 

・幅広い話題の英文を読み聞きし、内容の理解・整理をし、自分の言葉で表現できる力を養う。 

 

使 用 教 材 

 

【副教材】トランスファー英語総合問題演習コース A（桐原書店）、自主教材 

 

評価の観点 

・評価規準 

 

 

 

 

 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝへの関心・意

欲・態度 

 

外国語表現の能力 

 

 

外国語理解の能力 

 

言語や文化についての

知識・理解 

 

コミュニケーションに

関心をもち、積極的に言

語活動を行い、コミュニ

ケーションを図ろうと

する。 

 

 

幅広い話題について、情

報や考えなど伝えたい

ことを整理して英語で

話したり、書いたりして

表現する。 

 

 

幅広い話題について、英

語を聞いたり読んだり

して、情報や考えなど相

手が伝えようとするこ

とを整理して理解する。 

 

 

幅広い話題についての

英語の学習を通して、言

語やその運用について

の知識を身につけると

ともに、その背景にある

文化などを理解してい

る。 

 

評 価 方 法 

 

 

・積極的に言語活動に取り組めているか（関心・意欲・態度） 

・幅広い話題について意見・情報を整理・表現できるか（表現の能力） 

・幅広い話題の英文を読んだり聞いたりして整理・理解できるか（理解の能力） 

・言語運用の知識を身に付け、背景にある文化等を理解しているか（知識・理解） 

以上４つの観点を、普段の授業・提出物、定期考査、各種テスト等で確認し総合的に評価します。 

学習 学習内容 学習のねらい 

1 学期 

 

 

長文読解練習 

 Unit 1    時制 

 Unit 2    文の種類① 

 Unit 3    文の種類② 

 Unit 4  完了 

 Unit 5  助動詞 

 

 

 

 

 

 

 長文読解演習を通して、英文を理解し表現する

ために必要な文法事項を整理し学習します。多様

なリスニング問題にも取り組み、英文を聞く力を

養います。 

また、幅広い話題の英文に触れ、学習した文法

事項の確認と英文読解力や語彙力の向上を図り

ます。 

2 学期 
長文読解練習 

Unit 6    受動態 

 Unit 7    不定詞・動名詞① 

 Unit 8    不定詞・動名詞② 

 Unit 9  分詞 

 Unit 10  関係詞① 

3 学期 
長文読解練習 

Unit 11   関係詞② 

 Unit 12   比較  

 Unit 13   さまざまな文型 

 Unit 14  間接疑問 

 Unit 15  接続詞 

 

学 習 上 の 

留 意 点 

 

 英文を読み解くために必要な語彙力や文法の知識を身に付け、英文を速く正確に読み聞きする力

を養います。そのためには日々の予習・復習、授業に対して積極的かつ継続的に取り組む態度が必

要です。 
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年間授業計画（シラバス） 
三重県立伊賀白鳳高等学校 

教科・科目 芸術・音楽Ⅱ 単位数 ２ 単位 履修年次 ２ 年 

目   標 
・芸術の幅広い活動を通して、生涯にわたり芸術を愛好する心情を養う。 

・さまざまな音楽に触れ、日本や世界の音楽文化について総合的に理解する。 

使 用 教 材      
【教科書】音楽Ⅱ Tutti（教育出版）          

【副教材】音楽通論（教育芸術社） 

評価の観点 

・評価規準 

音楽への関心・意欲・態度 音楽表現の創意工夫 音楽表現の技能 鑑賞の能力 

音楽を愛好し、音や音楽に

関心をもち、意欲的、主体

的に音楽活動を行いその

喜びを味わおうとする。 

感性を働かせて、音楽の

諸要素を把握し、音楽の

よさや美しさを感じ、創

造的な音楽活動をする。 

自己のイメージを持ち、

創造的な表現をするため

の技能を身につける。 

多様な音楽を理解し、そ

の良さや美しさを創造的

に味わう。 

評 価 方 法      
目標を踏まえ、音楽Ⅱに対する「関心・意欲・態度」と「芸術的な感受や表現の工夫」、「創造

的な表現の技能」「鑑賞の能力」について、日々の授業態度、練習の成果、提出物、実技テスト、

小テスト等をもとに、総合的に判断し評価します。 

学   期              学 習 内 容              学 習 の ね ら い 

１学期 

 

 

 

２学期 

 

 

ヴォイストレーニング 

  

歌唱 

 

 

器楽 

 

 

鑑賞 

 

 

・喉の健康を損なわない発声を身につけます。 

 

・１年次学習の曲を斉唱、重唱、合唱により、のび

のび歌えるようにします。 

 

・１年次学習の楽器の中から各自一つ選び、より高

度な演奏技術を習得します。 

 

・日頃聴き慣れた曲を多面的に分析します。 

・日本や世界の様々な音楽に触れ、音楽文化につい

て学びます。 

 

 

 

 

３学期 

 

 

歌唱 

 

 

 

器楽 

 

 

音楽理論 

・斉唱、合唱など、それぞれの楽曲にふさわしい発

声の基礎を学びます。それに加え独唱にも取り組

み、個々の演奏技術を向上させます。 

 

・１、２学期に引き続き楽器演奏の技術を習得し、

各自が選んだ楽器でアンサンブルします。 

 

・音楽の総合的理解を助けるために、楽典、音楽史

等を学びます。 

学習上の 

留意点 

・実技を伴う教科です。実技の習熟には普段の授業での取り組みが大切です。 

・忘れ物、遅刻、欠席をしないようにしましょう。 
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年間授業計画（シラバス） 
三重県立伊賀白鳳高等学校 

教科・科目 芸術・美術Ⅱ 単位数 ２ 単位 履修学年 ２ 年 

目   標 

 

 

・課題作品の制作を通して、ものを見るための感性を伸ばし、深く物事を観察する力や想像力を 

身につける。 

・的確にものの形や色を把握し表現する技術を習得し、創造的に表現することができる。 

使 用 教 材 【教科書】 高校美術２（日本文教出版）  

評価の観点 

・評価規準 

関心・意欲・態度 発想力・創意工夫  表現技術 知識・理解 

 課題作品のテーマに

関心を持ち、テーマの内

容を的確に把握して、美

術的な創作活動に積極

的に取り組んでいる。 

 課題作品のテーマや

その表現方法を芸術的

な感性により、各自の世

界を構築している。 

 

 課題作品の制作にお

いて、道具や材料を工夫

しながら、自分の表現を

実現している。 

 

 作品を鑑賞する態度

と制作技法を理解し自

己作品と比較検討がで

きる。 

 

評 価 方 法 

 目標を踏まえ、美術Ⅱに対する「関心・意欲・態度」については、日々の授業を中心に評価を行

い、「発想力・創意工夫」「表現技術」「知識･理解」は、提出作品を中心に評価を行います。具

体的には、日々の授業態度、提出物の状況（完成度、技術、対象物の理解度、発想力）等をもとに

総合的に判断し評価します。 

学   期              学 習 内 容              学 習 の ね ら い 

 

１学期 

 

 

 

 

 

 

１．美術史 

 

 

２．デッサン 

  

 

 ・鉛筆デッサン 

 

・古代から現代までの時代や風土の違いによる 

美術の流れを学習し、自らの制作活動に役立てま

す。 

 

・静物や、石膏を中心に鉛筆によるデッサンの表

現方法を身につけます。 

 

 

 

 

 

２学期 

 

３．着彩表現 

 ・静物着彩 

 

４．平面表現 

 ・平面構成 

 

 

・透明水彩絵の具による着彩技法を身につけま

す。 

 

・テーマに沿って、形・色の単純化の方法を不 

透明水彩絵の具を中心にした表現をしながら 

身につけます。 

 

 

 

 ３学期 

 

 

５．空間表現 

 ・立体構成 

 

６．鑑賞 

 

 

・テーマに沿って、与えられた材料をから立体 

作品を制作する方法を身につけます。 

 

・インターネット等を使用して、過去、現在の 

さまざまな作品を鑑賞して、作家の創作の思いや

表現方法を感じ取り、今後の制作に活かします。 

学 習 上 の 

留 意 点 

・自分の作品の完成度を追及するには、授業中の集中力が必要です。 

・制作に必要な道具や材料を事前に準備する計画性が必要です。 

・課題作品の提出期限は必ず守ってください。  
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年間授業計画（シラバス） 
三重県立伊賀白鳳高等学校 

教科・科目 芸術・書道Ⅱ 単位数 ２ 単位 履修年次 ２ 年 

目   標 
・表現と鑑賞の幅広い活動をとおして、書を愛好する心情を育て、書への関心を高める。 

・作品制作をとおして、主体的に自己を表現し、感じ取る力や思考する力を一層豊かにする。 

使 用 教 材 

 

【教科書】書道Ⅱ（教育出版）           

【副教材】応用ペン習字（教育図書） 

評価の観点 
・評価規準 

書への関心・意欲・態度 書表現の構想と工夫 創造的な書表現の技能 鑑賞の能力 

 書の創造的活動の喜
びを味わい、書の伝統と
文化に関心を持って、主
体的に表現や鑑賞の創
造的活動に取り組もう
としている。 

 書表現の諸要素を感
受し、完成を働かせなが
ら、自らの意図に基づい
て構想し、表現を工夫し
ている。 

 創造的な書表現をす
るために、書の効果的な
表現の技能を身に付け
表している。 
 

 文字や書の伝統と文
化について幅広く理解
し、その価値を考え、書
のよさや美しさを創造
的に味わっている。 
 

評 価 方 法 

 

 目標を踏まえ、書道Ⅰに対する「関心・意欲・態度」と「芸術的な感受や表現の工夫」、「鑑賞
の能力」については、日々の授業を中心に評価を行います。「創造的な表現の技能」については作
品や提出物をもとに評価します。具体的には、日々の授業態度、作品、鑑賞カード、創作ノート、
レポート等をもとに総合的に判断し評価する。 

学   期              学 習 内 容              学 習 の ね ら い 

前期 

 漢字の書 

 ・隷書を知ろう 

 

 

 ・草書を知ろう 

 ・行草書の古典（和様の書）を学ぼう 

  

 ペン字  

・書とその周辺の歴史・文化を知り、漢字の変 

遷を理解する。 

・隷書の字形や用筆法を学び、整然と文字を並べ

る方法を学び、隷書の美を感じる。 

・草書の字形やリズミカルな運筆法を学ぶ。 

・日本の能書家への理解を深め、行草書の古典 

の臨書作品を制作し、行の流れの表現を学ぶ。 

・実用の書写能力をたかめる。 

後期 

 

 漢字・かなの書 

 ・古典を参考にした作品制作 

 

 漢字かな交じりの書 

 ・自己の思いにもとづく作品制作 

 （写真とコラボレーション仕上げ） 

 

 ・表現を楽しもう 

 

 

 ペン字 

・自分にあった古典から、その字形や線質を理 

解し、自己表現できる技法を習得する。 

 

・自らの思いや感動を表現する語句をえらび、 

 写真を活用して、構成などの表現方法を工夫 

する。 

 

・自己の意図やねらいを達成するために、用具 

用材と表現の関係を理解する。 

・生活の中へ積極的に書を取り入れる。 

・実用の書写能力をたかめる。 

学 習 上 の 

留 意 点 

 

・意欲的、主体的に作品制作に取り組むこと。 

・書を愛好し、日常生活における書への関心を高め、意欲的にその美を味わおうとする。 

・ペン字は、書写書道検定にも対応している。 
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年間授業計画（シラバス） 
三重県立伊賀白鳳高等学校 

 

教科・科目 

 

工業（機械科）・機械工作 

 

単位数 

 

２ 

 

単位 

 

履修学年 

 

２ 

 

年 

 

目   標 

 

・機械技術の発達とその概要、各種の工業材料の性質について理解する。 

・工業材料の加工性や各種の加工法など機械工作の基礎的な知識について理解を深め、他の教科との

関連性を深めながら、合理的な生産方法を実際に活用できる能力を身につける。 

使 用 教 材 【教科書】機械工作１・２（実教出版） 

 

評価の観点 

・評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「知識・技能」 

 

「思考・判断・表現」 

 

「主体的に取り組む態度」 

 

 

 機械工作に関する諸問題

について関心をもち、基礎的

・基本的な知識・技能を身に

つけ、現代社会における工業

の意義や役割を理解してい

る。 

 機械工作に関する諸問題の

解決を目指して自ら思考を深

め、基礎的・基本的な知識と技

術を活用して適切に判断し、表

現する能力を身につけている。 

 機械工作の各分野に関する基礎

的・基本的な技術を身につけ、環

境に配慮し、実際の仕事を合理的

に計画し、適切に処理するととも

に、自ら進んで行動する力を身に

つける。 

 

 

 

評 価 方 法 

 

 目標を踏まえ、機械工作に対する「主体的に取り組む態度」については、日々の授業を中心に評

価を行い、「思考･判断・表現」「知識・技能」は、定期考査を中心に評価を行います。具体的に

は、日々の授業態度、提出物の状況、定期考査・小テストをもとに総合的に判断し評価します。 

 

学   期 

 

             学 習 内 容 

 

             学 習 の ね ら い 

 

1 学期 

 

 

 

 

 

機械材料とその加工性 

 １．炭素鋼 

 ２．合金鋼 

 ３．鋳鉄 

 ４．非金属材料 プラスチック等 

 

・機械材料の性質と種類について、

炭素鋼、合 金鋼、鋳鉄、非鉄金

属の特徴や用途について 学習し

ます。 

  

 

 2 学期 

 

 

 

鋳造・塑性加工 

 １．砂型鋳造法 

 ２．各種鋳造法 

 

鋳造・塑性加工 

 ３．鋳造計画と管理 

 ４．鍛造とプレス加工 

 

・鋳造の種類と各種鋳造法について、

鋳造の分類 

とその内容について学習します。 

・塑性加工の種類と具体的方法につ

いて学習し ます。 

・鋳造の種類と各種鋳造法について、

鋳造の分 類とその内容について学

習します。 

・塑性加工の種類と具体的方法につ

いて学習し ます。 

 

 3 学期 

 

 

 

溶接 

 １．ガス溶接とガス切断 

 ２．アーク溶接とアーク切断 

 ３．抵抗溶接 

 ４．その他の溶接 

・ガス溶接、アーク溶接の理論とさ

まざまな溶接方法の内容について

実用的な学習をします。 

 

学 習 上 の 

留 意 点 

 

・私たちの生活に不可欠な工業製品の高度化や品質の良さは、工業材料の進歩や発達に負うとこ 

ろが多くあります。その工業材料の基礎知識についての学習をします。関心意欲を持って授業に取

り組んでください。 
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年間授業計画（シラバス） 
三重県立伊賀白鳳高等学校 

教科・科目 工業（電子機械科）・電子計測制御 単位数 ２ 単位 履修年次 ２ 年 

 

目   標 

 

 

・電子計測制御では、計測・制御の基本を理解する。 

・制御技術の理解に必要不可欠な工学的な考え方を習得する。 

使 用 教 材       【教科書】電子計測制御（実教出版） 

 

評価の観点 

・評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解 

制御に興味や関心を持

ち、意欲的にその原理を

理解しようとする。さま

ざまな制御の問題を積極

的にかつ正確に解こうと

する。身近な事象に対し

ても探求しようとする。 

さまざまな制御の基礎

的な知識や技術を適切に

活用する。さまざまな制

御について深く考えてい

る。 

さまざまな制御につい

ての目的を理解し、その

手順を適切かつ正確に身

に付け、図、プログラム

等で表現できる。 

さまざまな電子応用

技術について、その相

互の関係を含めて十分

に理解している。現代

社会における電子技術

の意義や役割を理解し

ている。 

 

評 価 方 法      

 

目標を踏まえ、電子計測制御に対する「関心・意欲・態度」については、日々の授業を中心に評

価を行い、「思考･判断」「表現･能力」「知識･理解」は、定期考査を中心に評価を行います。具体

的には、日々の授業態度、提出物の状況、定期考査等をもとに総合的に判断し評価します。 

学   期 学 習 内 容 学 習 内 容 

１学期 

 

 

 

 

 

 

 

・計測と制御 

・計測およびデータの取り扱い 

・シーケンス制御の概要 

・シーケンス制御用部品 

・シーケンス制御の基本と応用 

・自己保持回路 

・インタロック回路 

・計測と制御の基本的な考え方について理解し

ます。 

・計測データを用いての有効数字を考慮した計

算方法を学びます。 

・シーケンス制御の概要と制御部品について理

解します。 

・シーケンス制御の考え方、シーケンス回路図

やラダー図の書き方などを学習します。 

 

２学期 

 

 

 

 

 

 

 

 

・順序回路 

・制御の応用例 

・プログラマブルコントローラ 

・ラダー図 

・ニーモニック 

・コンピュータ制御の実例 

 

・１学期の学習を踏まえて、シーケンス図をラ

ダー図へ変換、さらにプログラムに変換する方

法を学び、開発の流れを理解します。 

・コンピュータを使用した制御の考え方を実際

に利用されている例から学習します。 

 

３学期 ・フィードバック制御の概要 

・伝達関数の計算 

・フィードバック制御についての考え方も実例

を交えながら学習します。 

 

学 習 上 の      

留 意 点 

 

・他の専門科目での知識が習得されていることを前提として授業を進めます。 

・実習で行われるＰＬＣは、シーケンス制御の代表的な実例となるため、関連を含めしっかり

と理解して学習する必要があります。 
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年間授業計画（シラバス） 
三重県立伊賀白鳳高等学校 

 

教科・科目 

 

工業（建築デザイン科）・環境工学基礎 

 

単位数 

 

２ 

 

単位 

 

履修年次 

 

２ 

 

年 

 

目   標 

 

・環境工学に関する基礎的な知識と技術を習得し、実際に活用する能力と態度を身につける。 

 

使 用 教 材 

 

 

【教科書】環境工学基礎（実教出版）  

【副教材】自主教材 

 

評価の観点 

・評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

 

関心・意欲・態度 

 

思考･判断 

 

表現･能力 

 

知識･理解 

 

環境工学に関心を示

し、その考え方や内容を

的確に把握して取り組

んでいるか。 

 

 環境工学に関する課

題に対して、幅広く柔軟

に考え、的確な判断、回

答をすることができる

か。 

 

 環境工学基礎で学習

した内容を略図や文章

で的確に表現できるか。 

 

 環境工学に関する知

識を十分理解できたか。 

環境工学基礎の内容を

他の教科に応用できる

力がついたか。 

 

評 価 方 法 

 

 

 目標を踏まえ、環境工学に対する「関心・意欲・態度」と「思考・判断」については日々の授業

を中心に評価を行い、「技能・表現」と「知識・理解」は定期考査や提出物(ノート、プリント)を

中心に評価を行います。具体的には、日々の授業態度、提出物の状況、５回の定期考査等を総合的

に判断し評価します。 

 

学   期 

 

             学 習 内 容 

 

             学 習 の ね ら い 

 

１学期 

 

 

 

 

 

 

 

 「環境工学基礎」を学ぶにあたって 

１．日本の環境政策 

 ・環境基本等と環境基本計画 

 ・循環型社会形成推進法と 

  循環型社会形成推進基本計画 

  ・自然環境保全のための制度 

 ・環境アセスメント 

 

・環境問題について理解し、それを解決するため

に様々な制度や取組があることを学習します。 

 

 

 

 

 

 

 

２学期 

 

２．騒音・振動・臭気の現状と対策 

 ・感覚公害 

 ・騒音 

  ・振動 

  ・臭気 

  ・騒音の測定  

 

３．都市システムと環境 

  ・人間活動と環境問題 

・建築計画上考慮すべき基本的な物理環境のう

ち、騒音・振動・臭気など建物内外に及ぼす影響

と対策について学習します。 

 

・人間活動を持続可能なものにしていくために、

環境工学基礎の学習内容をどのように活用して

いけばよいかについて学習します。 

 

 

 ３学期 

 

 

 ・都市のエネルギー消費と 

  ヒートアイランド現象 

 ・被服材料による日射と気温の関係 

４．住環境と健康 

 ・住環境 

 ・地球環境時代の住まい 

学 習 上 の 

留 意 点 

・教科書や配布したプリントあるいはノートを、忘れずに準備してください。 

・普段の授業を大切にしてください。また、提出物は期日までに必ず提出してください。 
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年間授業計画（シラバス） 
三重県立伊賀白鳳高等学校 

教科・科目 農業（生物資源科）・農業情報処理 単位数 ２ 単位 履修年次 ２ 年 
目   標 

 

・高度情報化社会のしくみを理解して、情報処理、意思決定の過程を習得する。 
・情報の種類とその表現方法を学び、ハード・ソフト面の動作と概要を理解する。 
・農業のシステム化の実例を学び、森林や環境情報にもおよぶ活用技術を養う。  

使 用 教 材 【教科書】農業情報処理（実教出版） 
評価の観点 
・評価規準 

 

 

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解 
 農業や情報化に関心
を持ち、積極的に取り組
む実践的な態度を身に
つけている。 

 情報処理の手順や方
法を工夫している。情報
の整理、活用ができる。 

 ハードウェア、ソフト
ウェアの選択、操作、活
用ができている。情報結
果をまとめ、発表するこ
とができる。 

 情報に関する用語の
知識、理解ができてい
る。 情報機器の機能の
知識、理解がある。応用
ソフトウェアについて
の知識・理解がある。 

評 価 方 法 

 

 目標を踏まえ、「関心・意欲・態度」については、日々の授業を中心に評価を行い、「思考･判断」
「表現･能力」「知識･理解」は、定期考査を中心に評価を行います。具体的には、日々の授業態度、
提出物や課題の取り組み状況、定期考査、小テスト等を総合的に判断して評価します。また、学習
活動への自己評価も考慮します。 

学   期              学 習 内 容              学 習 の ね ら い 
１学期 

 

 

 

第１章 生活と農業の情報化 
・私たちの生活と情報 

 ・情報化社会のモラルとセキュリティ 
 ・農業を支える情報 
 
第２章 情報の基礎 
 ・コンピューターと情報処理 
 ・コンピューターの仕組みと利用 
 ・情報通信ネットワークのしくみ 
 ・情報のセキュリティ管理 

・高度情報化釈社会のしくみを理解し、私たち 
の生活との関わりについて考える。 
 
 
・コンピュータの基本的なはたらきとそれらを 
構成する装置について理解する。 

 

 ２学期 

 

 

 

第３章 コンピューターによる情報の活用  
 ・ソフトウェアと情報の活用 
 ・インターネットのしくみと利用 
 ・日本語ワードプロセッサの利用 
 ・表計算ソフトウェアの利用 
 ・データベースソフトウェアの利用 
 ・画像・図形処理ソフトウェアの利用 
 ・プレゼンテーションソフトウェアの利用 
 ・Web ページの作成 
 ・学校紹介プロジェクト 

・入力、編集、出力、記録、再生について理解し、
変換技術を習得する。 
・文書の入力、編集機能を学ぶ。 
・数値データ入力、表の作成、プレゼンテーシ 
ョン作成技術を習得して、「課題研究」などの成
果発表に活かせるよう習熟をする。 

 

３学期 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 情報システム 
 ・情報システムの概要 
  ・システム開発 
 ・データベースシステム 
 ・リモートセンシングと地理情報システム 
 ・計測と制御 
 
第５章 農業情報および森林・環境情報の活用 
 ・農業情報と伝達メディア 
 ・農業の分野における情報の活用 
 ・農業のシステム化 
 ・森林情報の活用 
 ・環境情報の活用 
 
第６章 農業学習と情報活用 
 ・農業学習とプロジェクト学習 
  ・プロジェクト発表と情報発信 

・圃場現場における情報を収集、データベース 
化して今後の生産現場に還流を図る。簡易機器と
システムリンクさせる方法を研究する。 
 
 
 
・農業統計情報メッシュデータ閲覧システムな 
どを活用できる力を養う。また、地理情報システ
ム（ＧＩＳ）を活かして森林管理や経営計画を学
ぶ。  
 
 
 
 
・持続的な改善ができたか否かをＷｅｂカメラ 
などを用い相互評価をする。 

 

学 習 上 の 
留 意 点 

 

 

 主体は日本語ワードプロセッサと表計算・プレゼンテーションソフトウエアの基本的な操作方法
の習得です。それらを軸に、これからの情報化社会で必要なスキルを身につけます。 
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年間授業計画（シラバス） 

三重県立伊賀白鳳高等学校 

教科・科目 農業（フードシステム科）・生物活用 単位数 ２ 単位 履修年次 ２ 年 

目  標 

 

・園芸作物の活用に必要な知識と技術を習得し、それらの特性を活用した活動や園芸療法の

特質を理解するともに、生活の質の向上を図る能力と態度を養う。 

使用教材 【教科書】生物活用（農文協）  

評価の観点 

・評価規準 

 

 

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解 

 園芸作物の活用に興味

を持ち、人間生活の向上

に向き合っていく意欲と

態度を身につけている。 

 生物活用の意義と役

割を正しく理解し、生

物の特性を活用した活

動に取り組む能力を身

につけている。 

 生物の基本的な栽培

方法を習得し、活用の

結果をレポートで表現

する能力を身につけて

いる。 

  生物の栽培に

関する基礎的な

知識を習得して

いる。 

 

評価方法 

 

 

 

 目標を踏まえ生物活用に対する「関心・意欲・態度」と「思考・判断」と「技能・表現」

については、日々の授業を中心に評価を行う。「知識・理解」については試験をもとに評価

する。具体的には、日々の授業態度、提出物、小テスト、栽培管理、製作品等をもとに、総

合的に判断し評価する。                                      

学  期              学 習 内 容              学 習 の ね ら い 

一学期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生物活用の意義と役割 

 ・園芸作物と人間生活 

 

 

 

園芸作物の栽培と活用 

 ・草花・野菜・ハーブの栽培と活用 

 

 

 

・植物のある環境や農耕・園芸の暮らし

が人の健康や生活の改善に活用されてき

たことや、療法として医療・福祉分野な

どで活用される事例などを学習する。 

 

・園芸作物の体験的、継続的な栽培管理

と利用に関する学習を通して、園芸作物

のもつ特性と園芸活動が人に及ぼす効用

など、園芸作物の活用に必要な基礎的・

基本的な知識と技術を学習する。 

二学期 

 

 

 

 

 

 

 

園芸作物の栽培と活用 

 ・園芸デザインとその活用 

 

 

 

 

生物を活用した療法 

 ・園芸療法 

・園芸作物の体験的、継続的な栽培管理

と利用に関する学習を通して、園芸デザ

イン活動が人に及ぼす効用など、園芸作

物の活用に必要な基礎的・基本的な知識

と技術を学習する。 

 

・生物を活用した交流活動、園芸の療法

的活用の実際と効果について学習する。 

三学期 

 

 

 

生物活用の実際 

 ・対象者の理解と交流の技法 

 ・交流活動 

 ・療法的な活動 

・対象者に関する知識や効果的な交流を

行うための技法や、活動目標や活動計画

の立て方、活動や対象者の評価方法など

を学習する。 

学習上の 

留意点 

 

・プリント教材を配布して授業を行う。 

・課題やレポートの提出は提出期限に遅れないように注意する。 

・園芸作物の栽培は後日放課後の観察が必要です。 
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年間授業計画（シラバス）
三重県立伊賀白鳳高等学校

商業・ビジネス実習 ２ ２ 年教科・科目 単位数 単位 履修年次

・社会や組織の仕組み、そこで働く者の姿勢や心構え、基礎的な事務処理能力などについて、秘目 標

書検定を題材にし、基本的な理論や技能を理解して身に付ける。

・ビジネスの諸活動を主体的、合理的に行い、経済社会の発展に寄与する能力と態度を養う。

【副教材】秘書検定３・２級 集中講義（早稲田教育出版）使 用 教 材

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解評価の観点

・評価規準

企業の経営、経済活 企業の経営、経済活 企業の経営、経済活 企業の経営、経済活

動に関する諸問題につ 動に関する諸問題の解 動に関する基礎的・基 動に関する基礎的・基

いて関心をもち、その 決をめざして自ら思考 本的な技術を身につ 本的な知識を身につ

改善向上をめざして意 を深め、基礎的な知識 け、ビジネスの諸活動 け、経済社会の一員と

欲的に取り組むととも と技術を活用して適切 を適切に処理するとと しての心構えを理解し

にビジネスの諸活動に に判断し、創意工夫す もに、その成果を的確 ている。

適切に対応する実践的 る能力を身につけてい に表現する。

な態度を身につけてい る。

る。

目標を踏まえ、ビジネス演習に対する「関心・意欲・態度」については、日々の授業を中心に評 価 方 法

評価を行い 「思考･判断 「技能・表現 「知識･理解」は、定期考査を中心に評価を行います。、 」 」

、 、 。具体的には 日々の授業態度 提出物の状況 定期考査等をもとに総合的に判断し評価します、

学 期 学 習 内 容 学 習 の ね ら い

１学期 第1章 必要とされる資質 ・秘書の心得から、社会人としてまた、職業人

としての基礎的な業務や日常の対応について

第2章 職務知識 広く学ぶことにより、仕事に対する姿勢を身

につける。

第3章 一般知識 ・企業における専門的な語句や社会常識につい

て学ぶことにより、具体的に社会における対

応を身につける。

２学期 第4章 マナー・接遇 ・社会人として、コミュニケーションの取り方

について学ぶ。

・話し方や接遇の対応を学ぶことにより、実

社会で戸惑わないように一般的マナーを身に

つける。

・会議の種類やビジネス文書の作成、保管等の

技能を学ぶことにより、書類や日程管理を身

につける。

３学期 第5章 技能

・1年間学習したことを復習し、社会人として

1年間のまとめ の基礎的な対応を身につける。

・秘書検定の受け方 ・今までの学習したことを振り返り、その実力

・マークシート方式の答え方 を秘書検定に反映させるとともに、社会人と

しての知識や対応の理解度を確認する。

・服装を整え、マナーを守り礼儀正しく授業を受けましょう。学 習 上 の

・この授業を通して立派な社会人になるためのビジネスマナーを身に付けましょう。留 意 点

・日々の授業を大切にして、秘書実務検定の取得を目指しましょう。
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年間授業計画（シラバス） 
三重県立伊賀白鳳高等学校 

教科・科目 福祉（介護福祉コース）・介護福祉基礎 単位数 ２ 単位 履修年次 ２ 年 

目   標 
・介護を必要としている人の自立支援、尊厳の保持など、介護の意義と役割を理解する。 

・介護を適切に行う能力を身につける。 

使 用 教 材 【副教材】介護福祉基礎（実教出版） 

評価の観点 

・評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

介護を必要とする人の生

活と、介護の意義や役割につ

いて知識を身につけている。 

介護の担い手を取り巻く

状況や倫理、役割について知

識を身につけている。 

介護を必要とする人の尊厳を

考え、自立に向けた介護につい

て、介護従事者として適切に判断

ができる。 

介護従事者としての倫理を理

解し、自らの考えを適切に表現す

ることができる。 

介護に対して関心を持ち、福祉

社会に向けた課題に意欲的に取り

組むと共に、介護福祉に関する実

践的な態度を身につけている。 

評 価 方 法 

目標を踏まえ、介護福祉基礎に対する「思考・判断・表現」と、「主体的に学習に取り組む態

度」については、日々の授業を中心に評価を行います。「知識・技能」については試験をもとに

評価します。具体的には、日々の授業態度、提出物、考査等をもとに総合的に評価します。 

学   期 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

１学期 

介護の意義と役割 

・尊厳を支える介護 

 

 

・介護従事者の理念 

 

・介護の意義と役割について学びます。 

・ノーマライゼーションについて理解し、自己決定、個

別化の介護について学びます。 

・尊厳の保持、プライバシーの保護、自立支援について

理解し、介護従事者として必要な倫理について学び

ます。 

２学期 

介護を必要とする人の理解と介護 

・高齢者の生活と介護 

 

 

・障害者の生活と支援 

 

・高齢者の生活や特徴について理解し、「移動」「食事」

「排せつ」「着脱」「入浴」に関する介護の基本を学

びます。 

・障害についての考え方や生活上の課題などを理解し、

障害者を支えるための介護を学びます。 

３学期 

介護を必要とする人の生活環境 

・介護の環境 

 

・自立に向けた介護 

 

 

・介護を必要とする人と家族や地域など生活環境につ

いて学びます。 

・自立の概念と意義や役割を理解し、自己決定や個別

化など自立に向けた介護を学びます。 

学 習 上 の 

留 意 点 
介護に関する基本的な知識を学びますので、しっかりと学習し理解しましょう。 
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年間授業計画（シラバス） 
三重県立伊賀白鳳高等学校 

教科・科目 福祉（生活福祉コース）・福祉住環境 単位数 ２ 単位 履修年次 ２ 年 

目  標 

・子どもや高齢者を含む全世帯を対象にした街づくりや住環境整備についての知識を身に付ける。 

・法律・サービス・福祉用具などの専門的な知識や技術を身に付ける。 

・安全・安心・快適な住まいの整備ができる。 

・福祉住環境コーディネーター検定試験３級に合格する。 

使 用 教 材 
【テキスト】福祉住環境コーディネーター検定試験３級公式テキスト（東京商工会議所） 

【副教材】自作教材（プリントなど） 

評価の観点 

・評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・福祉住環境に関する基礎的・ 

基本的な知識を身につけてい 

る。 

・住環境整備における福祉の視 

点を理解している。 

 

・福祉住環境に関する諸問題の 

解決を目指して自分の考えを 

持ち、適切に判断する能力を 

身につけている。 

 

 

・福祉住環境に関心を持ち、知 

識と技術の習得を目指して意 

欲的に取り組んでいる。 

・福祉住環境に関する情報を適 

切に収集、処理し活用する実 

践的な態度を身につけてい

る。 

評 価 方 法 

目標を踏まえ、福祉住環境に対する「主体的に学習に取り組む態度」と「思考・判断・表現」につ

いては、日々の授業を中心に評価を行う。「知識・理解」については試験をもとに評価する。具体

的には、日々の授業態度、提出物、考査等をもとに、総合的に判断し評価する。 

学  期 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

１学期 

暮らしやすい生活環境を目指して 

・少子高齢化社会・共生社会 

 

・福祉住環境の重要性・必要性 

 

・在宅生活の維持とケアサービス 

 

健康と自立を目指して 

・高齢者の健康と自立 

・障害者が生活の不自由を克服する道 

 

・少子高齢化が社会に及ぼす影響について学習 

 する。 

・住環境の基礎について学習し、安心・安全な住 

まいの知識を身につける。 

・介護保険の仕組みや意義・役割について学習す 

る。 

 

・高齢者、障がい者の心身の状態、特性につい 

て学び、一人ひとりに合った住環境整備ができ 

るようになる。 

２学期 

バリアフリーとユニバーサルデザイン 

・バリアフリーとユニバーサルデザインを考える 

・生活を支えるさまざまな用具 

 

 

安心・安全・快適な住まい 

・住まいの整備のための基本技術 

・生活行為別に見る安全・安心・快適な住まい 

 

・バリアフリーとユニバーサルデザインの考え方 

を学習し、建築に必要な知識を身につける。 

・福祉用具の種類、使用方法について学習し、適 

切な使用ができる知識・技術を身につける。 

 

・段差や幅、スペースなどについて学習し、介護 

をするのにより良い住環境を整備できる知識 

を身につける。 

３学期 

安心できる住生活とまちづくり 

・ライフスタイルの多様化と住まい 

・安心できる住生活 

 

・安心して暮らせるまちづくり 

 

・家族構成や暮らしの変化について学習する。 

・高齢者が安心して暮らせる住宅について学習 

する。 

・まちづくりについて学習し、地域福祉に参加・ 

協力できる力を養う。 

学 習 上 の 

留 意 点 

・単なる知識を学ぶ学習だけでなく、人がひとりの人間として生きていくうえで、ひとり一人に  

対応した住環境・生活用具をつかった支援ができるような知識と技術を身につけましょう。 

・福祉住環境コーディネーター３級の取得に向けて積極的に取り組みましょう。 
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